
嘉永6年(1853)小田原地震
江戸時代末の嘉永6年 2月2日(1853年 3月11

日)午前10時過ぎ、相模湾北西部沿岸の-j、田原地

方を、 M(マグニチュード)6.7と推定される大地震

が襲った。 南関東・東海地方はそれまで数十年以

上大地震がなかったが、 この「嘉永-j、田原地震」の

あとは、翌年の安政東海 ・南海両巨大地震、翌々

年の安政江戸地震が続〈 。また、約4か月後には

ペリーの黒船が来航し、幕末の動苦しが始まる。つ

まり、この地震は、日本列島の地上ど地下が騒然

どなる時代の幕開きとなった。

見主客がもっとも激しかったのは、大久保加賀守

11万 3千石の城下町-j、田原、のうち、城の北京fRqの

街区と、北に続〈足柄平野西縁の村々、および平

野の北東側の現在の大井町付近だった。 この範囲

では震度 6以上に達しただろう 。

城下では、藩士の屋敷の全・半壊が約60軒、大・

中破が100軒以上、伝馬人足役の町家の全・半壊は

123軒、破損は430軒であった。 それ以外にも、土

畿、長屋、社寺、土木構造物などの被害はおびた

だしかった。 -j、田原城も天守閣が大破し、藩主の

屋敷や役所が半壊したのをはじめ、櫓、門、歳、

塀、石垣などが大損害を受けた。激甚被災地域は

現在の-j、田原、釈の東側の繁華街だが、もともど地

盤が悪〈て地震に5か、所である。一方、領内の百

姓家の会 ・半壊は約2，200軒、破損は 1，200軒以

よといわれる。

震度 5の被害域は箱根 ・御殿場 ・真鶴などに及

び、箱根山中では、主喜石や道路 ・橋の損傷などに

よって東海道の交通が約 l週間途絶した。

不幸中の幸いは、 -j、田原、の町の 3か所の出火が

すぐに消し止められたことと、;掌波がなかったこ

どである。死者も案タ卜:少なく、農村部の24人程度

といわれるが、天気がよい臼の昼前だった好条件

が大きいだろう。

江戸では近来になく強〈長い揺れを感じたが、

震度は 4の強か 5の弱で、青山などで粗末な人家

デ数軒つぶれて怪我人が出たほかは、天水桶の水

が揺りこぼれたり壁が落ちたりする程度だった。

ところで、 もし今日これと同じ地震が起こった

とするど、当時大被害を受けた場所の地震動災害

が現代的に形を変えて生ずるほか、山間の過密観

光保養地の地盤災害や交通災害、初めて直下から

の強地震動に直撃される新幹線 ・高速道路の被害

など、新しい型の震災が大規模に発生して、空前

の大惨事になるおそれがある。静岡県東部の御殿

場・沼津 ・熱海方面も大きな被害を受けるだろう

し、京浜地方にも忠わぬ影響がでるかもしれない。

実は、 -j、田原、地方は、江戸時代初期以来、嘉永

6年以外にも 4回の大震災を受けている(それ以

前は記録が乏し〈てわからなL、)。 それらは、寛永

10年(1633)、元禄16年(1703)、天日月 2年 (1782)、

大正12年(1923)で、合計5回を平均すると、 73.0土

0.9年の間隔で非常に規則正しく繰り返した。ただ

し、現在のホ公式的なか考え方によると、「これ ら

の震災のうち元禄と大正は相撲卜ラフ;谷、 、のM8

級のプレート境界巨大地震によるもの、イ也の 3回

はM7級地震によるものらしいが、震災の様相が

少しずつ遣うから同じ場所の地震の結果どはL、え

ず、大地震が-j、田原、直下で規則的に繰り返したわ

けでは弘、い」という 。 けれども、いろいろな王室由

から、フィリピン海プレートの運動に起因する弱

面が-j、田原付近にあ って、それが約70年ごとに池

渡すべりを起こすのではないかという考えもある。

あちこちで気まぐれに起こった池震の結果、 -j、田

原、で400年間非常に規則正し く震災が繰り返した

というよりは、大地震そのものがプレートの運働

に支配されて規則的に発生したというほうが、自

然なようでもある。

L、ずれにしても、やがて前回の震災から70年に

なるから、気休めの理屈をつけて万がーにも大地

震の不意打ちを受けるよりは、研究も含めて、適

切な備えを心掛けるほうが賢明であろう 。
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嘉永6年小田原地震絵図(早稲回大学演劇博物館蔵)




